
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

学習の友とわたし 

牟田 和子   

 30 歳を迎えるころまで、労働組合のことを、何一つ知らず

に生活してきました。与えられるままの給与・賞与、言われ

るままの勤務・サービス残業を行ってきました。上司から称

賛されることで満足を得、それが当然だと思っていました。 

引っ越しを機に、今の職場に転職し、ユニオンの労働組合

に入りました。 

労働組合活動を通して学習し、心に残っていることは、『無

知は、あかん』です。今の社会、知らないと損をすることた

くさんあります。例えば、高額医療請求や医療費控除、太陽

光発電助成など、身近なものでも、申請制度なので知らない

と損になります。 

同じく、労働においても知らないと損をするということを

知りました。以前の私は。雇用者のニーズに沿った働き方が

できないのであれば、職場を変更するのが当然だと思ってい

ました。しかし、学習を積むにしたがって、労働者は雇用者

と対等な立場であり、雇用者との協議ができることを知りま

した。職場環境や考え方が合わず、辞めていった同僚が、私

が勤め始めてからも多々います。協議によって、より良い職

場環境・良い会社運営を行い、組合員全員で定年まで生きが

いを持って地域社会に貢献して働ける職場づくりをすること

が可能だと学びました。知識さえあれば、大きく未来は開け

ることを知り、学ぶことを始めました。 

学習の友を利用し始めて、1年ほどでの未熟者ですが、知識

を増やし、職場環境を改善していきたいです。そのためにも、

労働環境と密接に関わっている社会の動向にも目を向けてい

きたいです。 
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あしたの風では「学習の友と私」を掲載いたします。学習の友を購読していただいている方々に、学習の友との関

わりをお聞きします。これから原稿依頼がありましたら、どうぞよろしくお願いいたします。  

学習の友 

1月号学習会 

日 時  1 月 21 日（ 火 ）18時 00分より 

場 所 学習協事務所にて 

※ぜひ、多数のご参加をお待ちしています。 


